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口

本書は、宮城県白石市教育委員会が平成 22年度に実施 した市内遺跡発掘調査事業にかかる調査結

果報告である。なお、平成 23年度事業の成果の一部も収録 した。平成 22度 の事業は国庫補助事業

で事業費 2,003千 円である。

土層の色調表記については『新版標準土色帖』 (小 山・竹原、1996)を 用いた。第 1図 は国土地理

院 2万 5千分の 1白石、白石東部、白石東南部、大河原を複製 して使用 した。第 26図、第 4章 2

の図 1は大河原振興事務所提供である。第 27図 は太田昭夫氏提供である。その他、白石市土地情

報提供 GIS、 事業主提供の測量図を用いた。

検出遺構の略号は以下の通 りである。

SI:竪 穴住居跡  SD:溝 跡  SK:土 坑  Pi柱 穴 (ピ ット)

本事業の調査実施は白石市教育委員会生涯学習課日下和寿、櫻井和人が担当した。報告書本文執筆

は日下が担当した。資料整理は岡部とき子、吉田佐智子、吉田真理子、村上昌雄、荒木とよ子、佐

藤智子があたつた。資料整理作業は資料整理室 (白 石市郡山字寿山 5-3)で実施 した。

第 4章は株式会社加速器分析研究所、古代の森研究舎 (吉川純子)が分析執筆した。

発掘調査の実施、報告書作成にあたっては宮城県教育庁文化財保護課、大河原振興事務所、白石市

文化財保護委員会をはじめとする次の機関・個人からご協力をいただいた。 (敬称略)

縄文土器 千田和文、神原雄一郎 (盛岡市遺跡の学び館 )

相原淳― (東北歴史博物館)、 押切智紀 (山形県立博物館 )

土師器、須恵器 石本 弘 (白 石市文化財保護委員)

中近世陶磁器  佐藤 洋 (仙台市教育委員会)、 藤沢教、菅野智則

白石浩子 (東北大学埋蔵文化財調査室)

写真撮影 君島武史 (北上市立埋蔵文化財センター)

秋山駿、上西智樹、佐藤隆哉、柴田悠作、高橋泉理 (白石中学校職場体験学習)

松野彰悟 (東北学院大学インターンシップ)、 各事業主、山崎広

市内追跡発掘調査報告書 5の訂正、1頁 11行 日、ずみ→づみ、11頁 7行日、昨年度末→一作年度末、

18行 日、この箇所は須恵器がやや多かった→削除、32頁 No39、 llL→跡、No50、 新築県→新築兼、

34頁 No90、 弥柁内→弥陀内、37頁 No172、 年年度→年度、No180、 都山→郡山、39頁 No229、 郡

山字沢山→郡山字虎子沢山、40頁 2行 日、しょうご→しょご

本事業の記録及び出土品は、白石市教育委員会生涯学習課が保管しており、伝頼に応じて公開、貸

出を行っている。
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第 1章 平成 22年度における埋蔵文化財調査概要

平成 22年度における確認調査等箇所は第 1表にまとめた。今年度は発掘調査 (事前調査)1件、確

認調査 16件、工事立会 12件、試掘調査 2件、慎重工事 1件 となっている。

農地転用、地下の埋蔵文化財に影響がある各種事業に関しては、事前に確認調査及び発掘調査を実

施 している。掘削深度が浅い等の理由で埋蔵文化財に影響が少ない、過去の工事によって埋蔵文化財

が既に破壊された箇所と考えられた箇所については工事立会としている。

平成 22年度の確認調査及び工事立会のうち、14件では遺構、遺物とも発見されなかった。遺構が確

認された箇所は全て、遺構面に掘削が及ばない工事を実施することになってお り、確認調査で終了と

なっている。また、地形的な特徴等をふまえ、埋蔵文化財が発見される可能性のある箇所においては

任意の試掘調査を実施 している。

志在家遺跡は工事立会を継続 した。大畑遺跡地点①は昨年度の確認調査、今年度の工事立会結果を

まとめて掲載 した。砂押遺跡では遺跡範囲確認のための調査が実施された。中ノ在家遺跡は、市道拡

幅工事に伴い確認調査を実施 し、遺構、遺物が確認されたことから、発掘調査を実施 したものである (別

途報告済み)。

古 くから市街地化された本郷遺跡は、これまで遺物、遺構分布は不明であつたが、確認調査の結果、

」R白石駅西側地区でも土師器の出上が確認された。付近には古代の遺構が拡がっている可能性が高

い。15番、29番の箇所では土師器が出上 したものの、明確な遺構は確認されなかった。19番の大畑遺跡、

24番の鳴内遺跡では表土から陶磁器が発見された。祢宜内遺跡では、貸家建築に伴う確認調査で土師器、

陶磁器が出上 した。隣接する箇所は 3月 に確認調査を実施したが、遺構、遺物とも確認されなかった。

矢ノロー里壇は、宮城県教育委員会による歴史の道調査事業時に、一里塚の存在が指摘されていた

ものである。今回、測量調査を実施 した結果、一里塚と認定することができた。鷹巣古墳群 (34号墳 )

隣接地は古墳群に近 く、墳丘が削平された古墳が所在する可能性があることから、事業主の協力を得て、

試掘調査を実施したものである。三部山遺跡では工事立会が実施された (第 28図 )。

片倉家御廟所は、片倉家によって平成 20年度に石柵解体修理が行われたが、その際、埋蔵文化財の

出土が予想されたため、任意の工事立会を実施 していた。その後、周囲に地形改変がみられ、廟所造

営に関わるものと考えられたことから、地形測量を実施 し、埋蔵文化財 としての保護を検討 したもの

である。

白石城跡周辺では県立高校統合に伴う工事立会、確認調査等が相次いだ。白石女子高校跡地は、絵

図上では三の九跡で重臣の屋敷地となっていたことから、遺構の有無を確認するための試掘調査を実

施 した。

馬牛沼遺跡は護岸等工事に先立ち、沼の水抜 きが行われた際、沼底を踏査 し、遺物を発見 したもの

である。また、以前から沼底に埋没林があることが指摘されていたことから、試料採取を実施 した。

遺跡地図整備では福岡深谷及び大鷹沢大町地区の訂正作業を継続 した。市街地から離れた遺跡につ

いては、届出なしで土木工事が行われるケースがあることから随時、現地確認、遺物の表採を行った。

新規登録遺跡は 1件であった。



No 遺跡名 遺跡番号 対応内容 所在地 調査原因 調査期間

l 地蔵院館跡 02172 工事立会 斎川字梶川611ほか 新幹線騒音対策工事 平成22年 2月 24日 ～4月 7日

2 大畑遺跡 02262 工事立会 字東大畑 88 宅地造成 平成22年 4月 13日

3 白石城跡 02197 工事立会 沢端町7‐5地内 白石女子校校舎解体 平成22年 4月 15日 ～7月 8日

4 三部 山遺 跡 工事立会 福岡長袋宇三部山4番 8 土留工事 平成22年 5月 14日

5 矢ノロー里壇 02247 確認調査 大鷹沢大町字矢ノロ 里蔵 文 化 財 の 有 無確 認 平 成 22年 5月 17日 ～ 27日

6 砂押遺跡 02397 確認調査 大鷹沢大町字佐野道1521まか 埋蔵文化財の有無確認 平成22年 3月 18日 ～5月 17日

7 大畑遺跡 確認調査 字大畑一番676 個人住宅建設 平成22年 5月 19日

8 片倉赤御廟所 確 認 調 査 福岡蔵本字愛宕山 沢U量調 査 平成 22年 6月 2日 ～ 3日

9 中ノ在家遺跡 02417 確認調査 越河平字中ノ在家 市道拡幅工事 平成22年 6月 1日 ～10月 1日

中ノ在家遺跡 02417 発掘調査 越河平年中ノ在家 市道拡幅工事 平成22年 6月 7日 ～10日

た1 堰下遺跡 確 認 調 査 福岡深谷字関下51ほ か 個人住宅建設 平成22年 6月 18日

12 蔭田遺跡 02094 工事立会 福岡深谷字松日80‐ 11 駐車場建設 平成22年 6月 22日

白石城跡、死山遺跡 02197、 02114 確認調査 益岡町55‐ 15地内 白石高校連絡通路建設 平成22年 7月 6日 ～■月11日

弥宜内遺跡 02430 確 認 調 査 字祢宜内55-5ほ か 貸屋建築 平成22年 8月 3日 ～4日

本郷遺跡 02121 確認調査 字堂場前32香 3ほか 個人住宅建設 平成22年 8月 20日

鷹巣古墳群

(34号墳)隣接地
02005 試掘調査 鷹巣字寺入屋敷82ほ か 古墳の所在確認 平成22年 8月 20日

17 新館跡 02165 工事立会 新館町1-21ほ か 際面崩壊対策工事 平成22年 9月 13日 ～10月 7日

白石城三の丸跡 02448 試掘調査 沢端町75ほか 埋蔵文化財の有無確認
平成22年 10月 12日 ～19日 、
平成23年 3月 7日 ～9日 、7月 19日 ～22日

大畑遺跡 02262 工事立会 字廷命寺北71■ ほか 個人住宅建設 平成22年 10月 25日 ～26日

田手屋敷遺跡 02123 工事立会 緑が五と1-223 個人住宅建設 平成22年■月1日 ～2日

穴前 遺 跡 02279 確認調査 郡山字穴ノ前35 個人住宅建設 平成22年■月4日 ～平成23年 1月 6日

上久保遺跡 02378 確認調査 上久保3-34 個人住宅建設 平成22年 11月 10日

馬牛沼遺跡 02449 確認調査 斉川字馬牛 埋蔵文化財の有無確認 平成22年 11月 22日 ～29日

斃 鴫内遺跡 確認調査 福岡深谷字鴫内 個人住宅建設 平成22年■月22日 ～平成23年 1月 24日

大畑遺跡 02262 1真重工事 字寺屋敷前256 駐車場補修工事 平成22年 11月 25日

新館跡 02165 工事立会 膏丁田丁24-1、 24-18 貸家建築 平成22年 11月 30日 ～12月 1日

三部山遺跡 02325 工事立会 福岡長袋字三部山22-5ほ か 建売住宅建設 平成22年 12月 9日 ～率L続 中

大網遺跡 02051 確 認 調 査 福岡八宮字大網前4■ 携帯電話基地局設置 平成23年 2月 16日

本郷遺跡 02121 確認調査 llJ「 町16 園舎建設 平成23年 2月 7日

除田遺跡 02094 工事立会 福岡深谷字松田66‐ 1 仮設資材置 き場建設 平成23年 2月 23日 ～24日

祢宜内遺跡 02430 確認調査 事lt/1N宜 内 56ほ か 範囲確認調査 平成23年 3月 29日 ～30日

志在家遺跡 02359 工事立会 大鷹沢三沢字前輪18ほ か 資材置場等建設 平成21年 10月 22日 ～継続中

第 1表 平成 22年度 埋蔵文化財調査一覧

平成 23年 3月 11日 午後 2時 46分発生の東 日本大震災によって、太平洋沿岸の自治体は甚大な被害

を受けた。これらと比較 して内陸の白石市は被害が少なかったものの、市内遺跡調査事業は停止せざ

るをえなかった。遺物を保管 していた倉庫は、幸い 1月 に瓦屋根からトタン葺きに更新 したばかりで、

被害から免れることができたものの、資料整理室主屋は本棚倒壊、土器の破損等の被害があった。

地震直後から文化財係員である日下、櫻井はそれぞれ、震災対応業務に従事 した。生涯学習課が事

務所を置 く中央公民館は指定避難所であ り、日下は避難所業務で夜勤、櫻井は地震翌 日から給水車運

転手となり、文化財業務が停滞 した。 しかしながら、 3月 下旬には 2名 とも文化財業務に時間を割 く

ことができるようになった。



第 2章 白石市周辺の埋蔵文化財

白石市では埋蔵文化財包蔵地として、404箇所が登録されている。周辺の埋蔵文化財の概要を説明す

る。

旧石器時代の遺跡は高野遺跡、戸谷沢遺跡、小菅遺跡等があるが (片倉ほか 1976、 佐久間 2004)、

何れも旧石器時代終末期に属するものである。現在のところ、確実な前期旧石器時代の遺物は確認さ

れていない。

縄文時代草創期の遺跡については不明な点が多いが、断片的な資料がある。隣の七ヶ宿町小梁川東

遺跡では微隆起線文土器が出土 している (真 山 1985、 佐川ほか 2005)。 白石市北部の福岡深谷の鴫内

遺跡では爪形文の可能性がある土器が 1点発見されている (第 2図 4)。 この上器は故中橋彰吾文化財

保護委員長が 1969年に表採 していたものである。採取地点が略図で残されていたことから、現在の鳴

内遺跡と判断 したものである。爪形文土器がまとまって出土 している岩手県盛岡市大新町遺跡の もの

と比較すると (千田ほか 1987、 神原 2009)、 金色ウンモが胎土に含まれないこと、器壁が厚い点が相

違点としてあげられる。胎土に繊維混入とは言えないものの、植物断片が含まれている点は共通 して

いる。また、山形県高畠町一ノ沢洞窟遺跡、日向第 I洞窟遺跡 (佐 々木 1971)の ものと比較すると共

通点もあるが、相異点もある。これらの洞窟出上の爪形文にはかなりのバリエーシヨンがある。

同じ深谷地区にある松田遺跡では縄文時代早期の竪穴住居跡が 3棟、竪穴状遺構が 2基発見 され、

押形文土器が出土 している (丹羽 1982、 土岐山 1982)。 蔵王連峰東斜面には下川原子A遺跡 (白 石地

域文化研究会 1982)があり、一定範囲の分布が確認できる。

前期の遺跡は上高野遺跡 (後藤 1984)、 正人壇遺跡 (片倉ほか 1976)があるが、、大木 4式及び 5式

期の遺跡は少ない。中期になると遺跡数が増加 し、七ヶ宿町小梁川遺跡徘寸田 1987、 相原ほか 1986)で は、

ロングハウスを含む集落が発掘されている。遺物包含層からは大木 6～ 8b式までの遺物が大量 に出

土 している。同町大梁川遺跡では大木 9～ 10式期の復式炉を伴う良好な状態の住居跡が発掘されてい

る (相原 1988)。 中期末は菅生田遺跡で 15棟の集落跡が確認された (丹羽ほか 1982)。 後期前葉頭は

蔵王町二屋敷遺跡 (加藤 1984)で 大規模な包含層、配石遺構が発掘された。後期から晩期にかけては

蔵王町山田沢、下別当遺跡で良好な遺物が発見されている (片倉ほか 1976)。

弥生時代の遺跡は青木遺跡、薬師堂遺跡が知 られている (伊藤 1960、 石川 2009、 設楽 2008)。 ど

ちらも再葬墓 と考えられているが、近年、蔵王町鍛冶沢遺跡で良好な遺構が確認された (千葉 ほか

2010)。 弥生前期の再葬墓と縄文晩期の掘立柱建物跡群が発掘されている。和尚堂遺跡では弥生中期の

管玉を伴う土坑墓 2基、旧河道が発見され、市内では初めて、発掘調査において石庖丁、太型蛤刃石斧 (第

3図 1)、 板状石器が出土した (日 下、櫻井ほか 2009)。 石庖丁はこれまで、弥陀内遺跡資料 (第 2図 3)

を初めとする表採資料 しか知られていなかった。また仙台平野以外において、石庖丁と板状石器がセッ

トで確認された例 として貴重である (佐藤 2010)。

古墳時代になると、遺跡は平野部周辺に多 く立地するようになる。塩釜式期の竪穴住居跡は梅田遺

跡で確認されている (遠藤、清野 1984)。 鷹巣古墳群は前方後円墳 と円墳から構成され、中期から後期

にかけて造営される。12号墳、18号墳から発見された埴輪にはヨコハケが施文され、これに注 目した
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春 号 遺跡 名 種  別 時  代 番 号 遺跡名 種  別 時 代

ユ 茶国遺跡 散布地 縄文前、平安 13 白石城三の丸跡 城館 近 世

2 陣場山館跡 陣屋、城館 中世、近世 4 死山遺跡 散布地、窯跡、城鈍 縄文中、古代、中世

3 八 幡 坂 貴 跡 窯跡 古代 5 弥陀内遺跡 散布地 弥生～平安

4 八幡坂西遺跡 散布地、陣屋跡 古代、近世 6 祢宜内遺跡 散布地 奈良、平安

5 前山遺跡 散布地、窯跡 古代 7 観音崎遺跡 集 落 き墳後～平安

6 新館跡 城 館 中世、近世 大畑遺跡 散布地、官衡 弥生～中世

7 白石会所跡 屋敷跡 近世 本郷遺跡 散布地 古代

8 中寺前遺跡 散布地 古代 梅田遺跡 集 落 弥生、古墳

9 三部 山損 跡 散布地 縄文早、前 鷹巣古墳群 前方後円墳、円墳 古墳、古代

田上遺跡 散布地 縄文前、中 谷津川遺跡 散布地 縄文～古代

菅生田遺跡 集 落 縄文前～後、弥生 白石条里制跡推定地 水 田跡 古代、中世

白石城跡 城館 近 世 和尚堂遺跡 散布地 縄文後、古代

第 1図 遺跡地図



研究がなされている (東影 2009)。 横穴墓は郡山横穴墓群が知 られ (中橋 1972)、 昭和 45年 に測量調

査が行われている。石製模造品は市内での出土例が少ないが、近年、和尚堂遺跡において発見されて

いる。

奈良、平安時代になると全市的に遺跡数が増加する。特に 9世紀代になると東北地方全体で、遺跡

数、生産遺跡の増加が指摘されている(坂井 2008)。 市内でも9世紀代の遺跡数は増加する。最近になっ

て会津若松市の大戸窯製品が市内で確認されるようになった (佐藤 2011)。 瓦窯跡は刈田郡衛跡 と推定

される大畑遺跡へ瓦を供給 した死山窯跡がある (片倉ほか 1976)。 ここから発見された瓦 (第 3図 2、

3、 写真図版 16-5、 6)イよ福島県相馬市黒木田遺跡のものに類似 しているとの指摘がある (佐 々木ほか

1985)。 須恵器は八幡坂遺跡において生産が行われ (菅原ほか 2009)、 大畑遺跡への供給が行われている。

平安時代末の 12世紀代に関する遺物は、最近、わずかながら増加 している。弥陀内遺跡、大畑遺跡 (日

下 2008)で、発掘調査によって断片的な資料がみられた。斎川沿いの梅田遺跡でも 1′点出土 している (第

3図 4)。

中世は城館 と生産遺跡である窯跡が多い。城館は市内に 60箇所確認されている (中橋 1987)。 白川

犬卒都婆の東北、一本杉窯跡では大規模な中世陶器窯跡が発掘 されている (菊地 1996、 藤沼 2010)。

13世紀後半から 14世紀前半にかけて操業されている。大甕、招鉢、硯、五輪塔等を生産していた。】ヒ

条氏得宗領との関連が指摘されている (岡田 1994)。

近世は白石城跡があ り、復元工事に先立つ発掘調査で、三階櫓跡、大手門跡、石垣等の遺構のほか、

大量の陶磁器、瓦片が発見されている。生産遺跡は鍋石窯跡、萩の坂窯跡、瓦焼き場窯跡 (片倉 1976、

中橋ほか 1979、 芹沢 1981、 藤沼 1996、 相原 2000)がある。

このように各時代に特徴的な遺跡が存在する白石市であるが、その保護調整は決 して順調に推移 し

たわけではなかった。昭和 40年代後半から昭和 50年代半ばまでは発掘調査、報告書刊行、各種保護

周知施策が計画的に実施されたものの、その後、この動 きは継続せず、平成 14年 頃まで埋蔵文化財行

政全股は低迷 した。

第 2表には埋蔵文化財届出通知一覧を掲載 した。この表からも分かるように個人住宅建設、公共事

業に伴う届け出、通知が徹底されていなかった時代が長 く続いていた。また、試掘確認調査経費につ

いても、市による予算措置がだいぶ遅れ、事業主負担の時代が長 く続いていた。国庫補助金 (国宝重

要文化財等保存整備費補助金)を 継続的に交付を受けるようになったのは平成 20年度からであった (第

3表 )。



第2表 埋蔵文化財届出等件数推移表

年度 西暦 92条 93条 94条 96条 97条 99条 合計

980 3 6 3

4 6 6

982 2 2

983 l 1

l l 2 4

2 l 1

986 4 4

1 上 2

0 0 0 0

ユ 989 1 2

2 l ユ 3

3 2 1 5

4 992 4 5 2 9

5 993 7 2 6

6 994 7

7 995 7 4 8

8 6 5

9 997 5

0 8 6 2

999 4

2 2000 7 8

3 2001 12 8 2

3 7

5 2003 9 4

6 2004 1

8 ユ 7

9 4 1

5 1

2009 3 8

2010 17 4

第3表 国宝重要文化財等保存整備費補助金実績一覧

年 度 西 暦 事  業  名 事業総額
内 訳

国 庫 県補助 市町村負担

975 伝統的建造物群保存地区対策調査 と保存対策 1600
977 観昔崎遺跡範囲確認調査 1,000 1,000

980 谷津川遺跡他発掘調査 1,000 500

小原のとグリマキガヤ樹勢回復 2774 1385

市 内遺跡発掘調査等 1,048

2008 市内遺跡発掘調査等 1,000 0 1,038

21 市内遺跡発掘調査等 1000 0 1003
2010 市 内 潰 跡 発 掘 調 査 等 1,000 0 1,003
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図版呑号 種 別 出上位置、層位 特 徴 備  考

石棒 白石市周辺
刻目隆帝が方形に配置され、全体に擦痕あり。「磨石棒頭」の注記あり。残存長
10 8cm、 幅5 5cm、 厚さ4cm、 重量 2268g、 白石高校蔵、宮城県史第34巻 1437

写真図版 17‐ 1、 2

岩版 白石市周辺

上端に方形区画、両側に半円形文、下端には楕円形文、中央には直線が配置され

ている。細かい擦痕あり、反対面は欠損、長さ14 4cm、 最大幅73cm、 厚さ3cm、 重

量2739g、 白石高校蔵、宮城県史第34巻 1401
写真図版173

石庖丁 弥陀内遺跡

全体に擦痕、一部に欠損あり、紐孔は両方向からあけられている。組孔には孔ズ

レが著しい。長さ21 6cm、 最大幅49cm、 最大厚0 8cm、 重量1283g、「郡山□□地

下三尺□□義雄」の墨書、宮城県史第34巻 1831
写真図版176、 7

2-4 縄文土器 鳴内遺跡、表採

1969年 に中橋彰吾表採。爪形文が5段にわたり、交互に施文されている。色調は

茶褐色である。内面はナデ、黒褐色である。石英等を比較的多く含む。胎土は緻

密である。

写真図版174

第2図 市内遺跡出土資料(1)
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図版
番号

種  別
出上位置

層位
特   徴 備  考

太型蛤刃石斧
和尚堂遺跡、

J13区 、9層

長 さ 16 8cm、 最大幅 66cm、

最大厚 48cm、 重畳 8253g、

報告書第 38図 2

軒丸瓦
死山遺跡、

表採

花弁、表面は灰褐色、断面か
らみえる内部は赤褐色であ
る。白石市史考古資料篇 11作 1

写真図版
16‐ 6

軒丸瓦
死山遺跡、

表採

花弁、表面は黒褐色、胎土は

灰色、白石市史考古資料篇
1172

写真図版
17-8

中世 陶器
晦田遺跡、
DG～ 7、 3層

断面V字の沈線 2本、内面は
ヨコナデ、凹凸あり。常滑 ?

壺、12世紀代

写真図版
17‐ 5

第3図 市内遺跡出土資料(2)



第 3章 平成 22年度における発掘調査結果

」
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遺構が発見 された調査を中心に、平成 23年度

調査結果の一部 も掲載 した。なお、中近世陶磁

器の詳細は原則 として一覧表に一括掲載、当該

遺跡及び分布調査の関連資料 も掲載 した。

1 大畑遺跡

地 点 ①

県遺跡番号 02262

遺 跡 略 号  OH

所 在 地 白石市字東大畑 88番

調 査 要 因 宅地造成

調 査 期 日 平成 22年 3月 8日 ～ 4月 13日

調 査 面 積 1,261∬ (掘削面積 2424∬ )

大畑遺跡は古代刈田郡衡跡 と考えられる遺跡

で、これまで国道建設に伴 う発掘調査、個人住

宅建設に伴う確認調査が実施されている。

今回の箇所は 」R東 日本東北本線白石駅から

北東へ約 0.6kmの 箇所にあり、現況は水田である。

今回、宅地造成に伴 う確認調査、工事立会を

実施 した。この箇所は平成 3年頃にも確認調査

が実施されている箇所である。この時の調査で

は礎石建物跡、掘建柱建物跡、溝跡、土師器、

須恵器、瓦等が出土 した。

前回の発掘調査結果を踏まえ、事業予定地中

央に設置される道路敷に確認調査 トレンチ 3カ

廷ヨ    ンオ

|百 : 郊

第 4図 大畑遺跡調査区位置図

所を設定 した。 トレンチ 1、 2(Tl、 2)の第 1～ 3層で土師器等が出土 したが、遺構は確認され

なかった。 トレンチ 3で は、竪穴住居跡 1棟 と前回の発掘調査区が確認された。住居跡からは多量の

上師器、少量の須恵器が出土 した。土師器には郭、高杯があり、栗囲式～国分寺下層式と考えられる。

また、基本層位 3層からは瓦が出上 した。竪穴住居跡は8層上面で確認された。埋土は 10YR4/1褐灰

色粘土質シル ト、5cm以上で炭化物を多 く含んでいた。T3の前回発掘区北壁断面における基本層位

は次のとおりである。第 1層、10YR6/1褐灰色粘土質シル ト、水田耕作土、15cm、 第 2層、10YR6/8

明責褐色粘土、水田床上、17cm、 第 3層、10YR6/3に ぶい責橙色シル ト、20cm、 第 4層、10YR4/1

掲灰色粘土質シル ト、21cmであつた。前回発掘区の最終発掘面には2～ 5cmの 山砂が敷かれていた。

|

|1旺哲希二ξ¬く(    り



事業地南端の掘削を伴う土留め箇所の工事立ち会いを実施 した。掘削箇所中央の上層は次のとお り

である。第 1層、水田耕作上、青灰色、35cm、 第 2層、水田耕作土、茶褐色土、8cm、 第 3層、黄褐

色山砂、5cm、 第 4層、暗褐色シル ト、18cm以上であった。第 3層は以前の発掘調査時の埋め戻 しの

山砂 と思われる。北壁では約 6.4mほ どの長さが確認された。

礎石建物の礎石 1個が発見された。掘削箇所の中央 (事業用地南東隅から8.8mの箇所で石の東端 )

で東西 80cm、 南北 54cmほ どの大きさであった。南東に接 して 3つの石が密着していた。礎石上面は、

コンクリー ト水路上端から46cmほ ど下で発見された。礎石から西の箇所で、瓦片、掘削土から陶磁

器片を発見 した。

また、大畑遺跡周辺の土地区画整理事業は昭和 56年から実施されているが、事業完了前と直後の風

景写真が教育委員会に残されてお り (『大畑遺跡現状写真集』)、 一部を掲載 した (写真図版 7-1～ 4)。

この区画整理に伴う昭和 57年 3月 の確認調査写真を参考として掲載 した (写真図版 7-5～ 7)。

一

既設土留 コンク

既設土留
コンクリー ト

雇用促進住宅

第5図 大畑遺跡地点① 調査区位置図
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2 矢ノロー里壇

県遺跡番号 02247

所 在 地 白石市大鷹沢大町字矢ノロ

調査対象面積 624ポ

調 査 期 日 平成 22年 5月 17日 ～5月 27日

矢ノロー里壇は、東北新幹線白石蔵王駅から東ヘ

4.8kmの 山地にあり、現況は、杉林と草地である。

この一里塚は、宮城県教育委員会による歴史の道調

査事業 (風間 1981)の 時に存在が知られていたもの

で、白石と角田間の街道にある。今回、測量調査を

実施し、埋蔵文化財としての保護措置を検討した。

歴史の道調査事業時に確認されていた塚と落雷で焼

けた老松切株の現存を確認できた。調査結果を受け、

遺跡登録を行っている。

第 6図 矢ノロー塁壇位置図 (1/25,000)
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第7図 矢ノロー里壇位置図
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第3図 エレベーション図

塚の平面形は円形ではなく、長楕円形である。東西 3m、 南北5mの規模で、高さは道路底面から1.6m

である。裾部南側一部に地1形改変がある。現存する他の一里塚と比較すると規模が小さい。道路跡は

幅4騨、長さ38mほど確認されたが、更に西側の藪中に続くようである。反対側の塚は確認できなかっ

た。

林道を挟んで、塚の北allに ある碑には次のように記されている。「馬頭観世音 寛政六年甲寅 三月

十七日 回□丹1口」とあり、赤彩されている。高さは68cmであった.。 西暦 1794年のものである。
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3 堰下遺跡

輯   02081

所 在 地 白石市福岡深谷字関下 5-1、 5-6

遺 跡 略号 セキ下

調 査 要 因 個人住宅建設

調 査 期 日 平成 22年 6月 18日

調 査 面積 520だ (掘削面積 4545ゴ )

今回の箇所は」R東日本東北本線白石駅から北へ約 51kmの緩やかな丘陵上にあり、現況は畑地で

ある。堰下遺跡は縄文及び古代の遺跡 として登録されている遺跡であり、地表には多 くの剥片、土器

片が散布 していた。個人住宅建設にあたり、耕作物を避け、確認調査 トレンチ 2箇所を設定した。

Tlの基本層位は次のとお りである。第 1層、表上、10YR6/3に ぶい黄橙色シル ト、層厚 20cm、

土師器、ビニール片 を含む、第 2層、10YR7/8黄橙色粘土質シル ト、直径 70cm以上の礫 を含む、

40cm以上であった。T2は第 1層、表土、10YR4/1褐灰色シル ト、縄文土器を含む、26cm、 第 2層、

10YR3/1黒掲色シル ト、33cm、 第 3層、10YR8/3浅黄橙色シル ト、5cm以上であった。時期不明の

直径 15cmの ピット1基が発見されている。第 1、 2層から縄文土器、土師器が少量出土 した。また

第 3層上面で風倒木痕 1基を

確認 した。堆積土から縄文土

器、最1片が出土 した。 トレン

チ中央において、小礫が多い

箇所があった。事業地の西側

は以前の農地整備で削平を受

け、東側は盛 り上された箇所

であると考えられた。

T2の ピット
10YR3/1黒 褐色シル ト

風倒木
外 側 :黒褐色
中心部 :責褐色

Ｎ＼

15

Ｔ‐
T2

宅地予定範囲

第 10図 堰下遺跡 トレンチ配置図



4 白石城跡

垢孝嵯動坊啜彗手許  02197

遺 跡 略号 S」

所 在 地 白石市益岡町 55-15地 内

調 査 要 因 連絡通路建設

調査 期 日 平成 22年 7月 6日 ～ 11月 11日

調査 面積 80∬ (掘肖1面積 12.48∬ )

今回の箇所は」R東 日本東北本線白石駅から

西へ約 0.9kmの丘陵上にあ り、現況は学校用地

(グ ランド)である。白石城跡は中世から近世の

城郭跡で、これまで城復元に伴 う発掘調査等が

実施されていた。今回の事業地の一部は死山遺

跡にも該当している。

今回、連絡通路の橋脚基礎が設置されること

から確認調査を実施 した。調査は室内練習場基

礎、雑物を避けなが ら行った。 トレンチは 3箇

所設定 した。Tlで は近代以降の整地、盛土層 第 11図 白石城跡位置図

が確認された。地層は東側から西側へ傾斜 していた。陶磁器、瓦片が 5、 6層、10、 12、 13層 から出

土した。柱穴等は確認されなかった。4層からは洋釘 1本が発見された。第 6層以下が西へ傾斜 して

いるが、白石城築城にかかるものではない。確認調査後、工事立会において、鉛製の小柄 1点が発見

されている。T2では黄橙色山砂が堆積 していた。T3は 白石城中ノ丸跡の上塁裾部である。第 1層、

10YR5/2灰黄褐色土、山砂を所々に含んでいた、30cm、 第 2層、10YR6/8明黄褐色粘上、盛 り上層

である。白色、責色ブロックが多 く混 じる、20cm以上である。遺物は出上 しなかった。その他の工

事立会箇所では、遺構、遺物は確認されなかった。
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第12図 白石城跡地点① 確認調査トレンチ配置図
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第 1層 :10YR3/3浅黄橙色山砂
第 2層 :10YR1 7/1黒色炭化物
第 3層 :10YR6/3にぶい黄橙色粘土
第 4層 :10YR6/4にぶい黄橙色粘上、洋釘を合む

第 5層 :10YR7/4にぶい責橙色粘上、白色粘土プロック
を含む、瓦片を含む

第 6層 :75YR7/2明 褐灰色粘土、自色粘土ブロックを含
む、瓦片を含む

第 7層 :75YR7/6橙 色粘土

第 8層 :19YR5/1褐灰色粘土、
第 9層 :10YR7/8黄橙色粘土

第 19層 ,75YR6/1褐 灰色粘土、
含む

第 11層 :10YR7/8黄橙色粘土

第 12層 :75YR8/1灰 白色粘上、かわらけ出土
第 13層 :10YR5/1褐灰色粘土、陶器出土
第 14層 :10YR6/2灰黄褐色粘土、白色ブロッタが混じる。

え化物を多く含む

磁器出上、災化物を若千

＼  1

第13図 Tl南壁セクション

5 自石城三の九跡

輯  02448

遺跡略号 S」

所 在 地 白石市沢端町 7‐5地内

調査要 因 グランド整備工事

調査期 日 平成 22年 10月 12日 ～ 19日 、平成 23年 3月 7日 ～9日 、7月 19日 ～22日

調査面積 13,187ど (掘削面積 858.79だ )

今回の箇所は」R東日本東北本線白石駅から北西へ約 0.9kmの段丘上にあり、現況は学校跡地である。

白石城跡は中世から近世の城郭跡で、これまで城復元に伴う発掘調査等が実施されていた。県指定文

化財の片倉家中武家屋敷旧小関家は、今回の箇所の北側に所在している。

11



安政年間の白石城下絵図では、今回の箇所は白石城三ノ丸に該当 し、禄高の高い家臣団の屋敷地、

馬場等になっている。

今回、グランド造成工事に先立ち、埋蔵文化財の有無を確認するため、調査を実施 した。 トレンチ

は合計 22箇所設定 した。その結果、過去に校舎等が建っていた箇所は、過去の掘削により遺構は破壊

されていることが判明 した。一方、グランドとして使用されていた箇所は遺構、遺物が確認された。

T12、 13、 18、 19、 20、 21、 22で はピット、土坑、溝、陶磁器、瓦片、金属製品が発見された。T5、 8,

10、 11、 14、 15な どで近世陶磁器が発見された。

安政年間絵図に描かれた南北の溝、土塁は確認されなかった。明治中期以降の学校用地造成等により

既に破壊されたものと推定される。

学校跡地の東側から確認調査 トレンチ 5箇所を設定 した。一部を除きほとんどが攪乱で、13m程が

埋め戻された上であった。 トレンチ 1では、北端において攪乱されていない土層が確認された。また、

砂が埋上の直線的な掘 り込みが確認されたが、遺物はなく、時期が不明であることから新 しい可能性

がある。

T2、 3、 4では攪乱が著 しかった。T4付近で巴文瓦片を採取 した。

T5では、東側が攪乱で、西半分は一部できちんとした土層 (2層)が確認された。この上層からは

近世と思われる陶磁器がややまとまって出土し、炭化物も含まれている。西側半分は、攪乱が交互に入つ

ていた。攪乱は 2層、3層、砂礫層を切って堆積 している。

T6、 7は攪乱が考 しかつた。T8では一部で土層が確認され、陶磁器が若干出上した。炭化物も混 じっ

ていた。T8、 10の攪乱部において、近世に属すると思われる陶磁器が発見された。

T9で は一部で土層が確認され、炭化物が含まれていた。T10で は、攪乱が著 しかったが、黄褐色砂層、

土層が一部で確認された。Tllで は、東側において陶磁器が出上 したが、西側では出土は確認されな

かった。基盤の層は責褐色砂であった。 トレンチ西側においては、昭和 40年以前の建物跡と推定され

るコンクリー ト基礎が計 8個発見され、東西方向に並んでいた。また、それに沿う土管も発見された。

基礎の大きさは縦 94cm、 横 63cm、 厚さ 10cm以上であった。

T12、 13で は遺構、遺物が確認された。T12では、ピット、柱穴が 31基発見された。志野を含む陶

磁器、P6か らは青銅製品 1点が出土 した。掘 り下げを行った Pl～ 5の深さは 6～ 12cmである。T13

では、ピット5基、陶磁器が確認された。T13での遺物取 り上げは、陶磁器 1が Pl～ 3付近、陶磁器

2が P5と 南側暗渠間となっている。

T14では、溝状遺構が断面で発見されたが、時期不明である。遺物取 り上げは西側から陶磁器 1、 2、

3、 東側は陶磁器 4と した。T15に おいても溝状遺構が断面で確認された。何れも陶磁器がややまとまっ

て出上 した。T15の 陶磁器 1は トレンチ西端、陶磁器 2はそれに接する東側のものとして取 り上げた。

T16、 17で は攪乱がひどく、明確な遺構、土層は確認されなかった。陶磁器が若干出土 した。

T18では、 トレンチの半分が暗渠であつたが、深掘り箇所の断面からはピット2基が発見された。

遺物は出上しなかった。基本層位は第 1層、盛 り上 (上 は山砂、下は燃え淳のようなもの)、 30cm、

第 2層 10YR6/3にぶい責橙色シルト質砂、29cm、 第 3層、2.5Y7/6明 黄褐色砂、19cm以上であった。

第 2層 と遺構埋土は区別が難しかつた。
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T19では 10数基のピット類 15基、畝間状遺構及び溝状遺構が 7条確認された。このピットの中に

は近代に属するものも含まれている。九瓦の玉縁破片が出ている (写真図版 12-5、 6)。 暗渠が 5本確

認された。T19の陶磁器 1は西側から1と 2本 目の暗渠間出土、陶磁器 2は 2本 目と3本 日間出土、

陶磁器 3は 3本 目の暗渠前後である。ピット12は半裁 し、深さを確認 した。埋土から陶磁器が 1点出

土 した。今回の調査区では、北東から南西方向の暗渠が 3本確認された。

T20では、焼土を含む直径 15cmの ピット1基 (10YR4/1褐灰色シル ト質砂、10YR5/3赤褐色の焼

土が混 じる)が確認された。基本層位は第 1層、表土、カクラン、プラスチック等が入る、55cm、 第 2層、

10YR6/4にぶい責橙色シル ト、西側ほど責色味が強 く、小礫が多 くなる、5cm以上であった。

T21では、 トレンチ全体から陶磁器が出土 したため、遺物取 り上げは次のように分けた。陶磁器 1は

南側砂礫層上の 2～ 3層出土、陶磁器 2は Pll、 12付近の 2～ 3層出上、陶磁器 3は南側の砂礫層中出土、

陶磁器 4は南から2番 目の暗渠北側、陶磁器 5は南から3番 目の暗渠南側、陶磁器 6は トレンチ北側

で東西に延長 した箇所、陶磁器 7は南から2本 目の暗渠北側で、部分的に存在する 5Y6/3オ リーブ黄

色シル ト、粘性がやや強い層出土である。第 2層 と4層 の混上で、この層にはガラス片が含まれてい

た。九瓦の頭部片が出土している。陶磁器 2の箇所では鬼瓦破片 (写真図版 13-8)1点 が出上 している。

角状に尖ってお り、7条の沈線が施文されているものである。長さは約 6cmである。陶磁器には織部

もある。ピット類は 12基発見された。

T22では、溝状遺構が 11条確認されたが、SDl、 5、 8,10、 SD2、 6、 9、 SD4、 7が本来同一の遺構で、

後世の削平により、途切れたものと考えられる。SD6、 9は中間で、土層観察ベル トでもって南北に分

け、遺物取 り上げを行ったものである。ビット1基、焼± 1基が発見された。SD8では、キセルの脂

返 しの管部分が出土 した。SD3では、完形品の小杯が発見された。内部に朱色の物質が付着していた。

SD3の P3は、鉄器であり、長さ4,9cmの管状のものである。 トレンチ南側から産地不明、江戸時代の

紅を入れた四角の容器片が見つかっている。
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6本 郷遺跡

地 点 ①

垢圭進翰効�彗予許  02121

遺跡略号 HG

所 在 地 白石市字堂場前 32番 3、 32番 4の一部ほか

調査要 因 個人住宅建設

調査期 日 平成 22年 8月 20日

調査面積 185,47だ (掘削面積 16.92だ )

今回の事業地は」R白石駅前である。周囲はアパートや倉庫群が立ち並んでいる。この箇所は以前、

事務所等が建っていた場所である。幕末の白石城下絵図では、水田地帯として描かれている箇所である。

住宅等が立ち並ぶようになったのは、東北本線開通の明治 20年以降である。本郷遺跡は、これまで調

査事例が少なく、遺構分布が不明な遺跡であつた。

事業地内にトレンチを2箇所設定した。Tlでは、土師器片が出土した。トレンチ西側は、焼土を含む

攪乱が厚く堆積している。基本層位は第1層、表土、近現代陶磁器、木片を含む、直径20 30cmの九石

1室 婚
く
識鳥象g

l三
十専 シルト質砂、直径30cm

|「 1照
―である。

Ⅲ■ぞ  T2では、中央でピッ

ド1登～卜種
'龍

暴晟
/ ピ ッ ト埋 上 の特徴 は

10YR5/1褐灰色砂、酸

化鉄を多 く含むが、時

期不明である。第 2層

か ら土 師器が 出土 し

た。 トレンチ西側は事

務所時代のコンクリー

ト基礎、玉石 に よる

攪乱がひどく、重機の

掘削 も容易ではなかっ

た。陶磁器、瓦片が出

上 している。「 ■ ,|サ
|

第 21図 本郷遺跡調査区位置図 (S=1/2,500)



地 点 ②

輯   02121

遺 跡 略号 HG

所 在 地 白石市字柳町 16

調査 要 因 園舎建設

調査 期 日 平成 23年 2月 7日

調査 面積 253.76だ (掘削面積 19だ )

本郷遺跡は」R東北本線白石駅を中心とした遺跡であり、古代の散布地として登録され、過去に、地

表から土師器、須恵器が発見されている。今回の箇所は遺跡範囲の西端にあたる。

今回、23mほ どの基礎を伴う園舎が建築されることになったため確認調査を実施 した。 トレンチは

事業地中央に 1箇所設定 した。なお、事業地東側には公共下水道管が埋設されていたことから、 トレ

ンチ拡張は行わなかった。

調査の結果、次の層位が確認された。第 1層、10YR5/2灰黄褐色土、層中に責褐色山砂層が入る、

建物コンクリー ト基礎あ り、層厚 33cm、 第 2層、10YR7/6明黄掲色砂質シル ト、第 3層 ブロックが

若干混 じる、28cm、 第 3層、10YR4/1褐灰色土、しまり強、下部は 4層 ブロックを含む、上部に上師

器を含む、56cm、 第 4層、5YR7/3に ぶい橙色土、酸化鉄分を含む、5cm以上であった。遺物取 り上

げは深掘区より西は陶磁器 1、 同東は陶磁器 2と した。

トレンチ内の大部分は攪乱であり、中央で深掘りを行ったが、近代以降の陶磁器、洋釘、針金、ビニー

ル片が含まれていた。攪乱の厚さは60cmほ どであった。

Ａ

Ｉ
「 O

ピット平面図

(S=1/40)

Ｂ

Ｉト

MN

Tl

0                     5m
2層 中

25YR7/8澄 色土、炭化物、焼土を多量に含む、
近現代瓦、陶磁器を含む。

アスファル トの通路

市道堂場前線

丁R白 瓢
ヽ

第22図 本郷遺跡地点① トレンチ配置図



7 砂押遺跡

輯   02397

所 在 地 白石市大鷹沢大町字佐野道

152地内

調 査 要 因 範囲確認

調 査 期 日 平成 22年 3月 18日 ～ 5月 17日

調 査 面積 913.01だ (掘削面積 35,04暫 )

砂押遺跡は、東北新幹線白石蔵王駅から東へ約

2kmの丘陵上に位置している。

地元の口碑で戦国期に廃絶 したという寺院跡

(長陽寺)があったと推定されている箇所の試掘

調査を実施した。砂押遺跡は古代の散布地として

登録されてお り、土師器、須恵器が出上している。

調査では、地表に農業用黒ビニールが張って

あったので、それらを慎重に除去 した後、発掘を

行った。トレンチは2カ 所設定した。調査の結果、

いずれも過去に地形改変が実施され、削平や盛土

がなされていたことが判明した。T2では、ピッ

ト2基 と三角形状の落ち込み 1つが確認された。

ピットは約 40cmほ どの方形を呈していた。埋土

T2  落ち込み 10YR5/1褐灰色粘土、しまりあり。

第 23図 砂押遣跡調査区図

ロ

国調杭

倉 庫

MN
落ち込み＼

こ⌒<.く
＼ 杭

。

0         5m

"

第 24図 砂押遺跡 トレンチ配置図



鬱1餞
0            5cm

第 25図 発見された銭貨

は 10YR6/1褐灰色粘上でしまりがあった。遺物は出土 していない。ピット1は深さ5cm以上、ピッ

ト2は深さ5cmであった。ピット2の東半分は完掘 した。落ち込みは 110cm× 60cmの大 きさで、断

面では溝状に落ち込む。T2の基本層位は次のとお りである。第 1層、10YR5/1褐灰色シル ト、18cm、

第 2層、10YR7/8黄橙色粘土、礫が多い、10cm以上であった。付近から寛永通宝銅銭が表採された。

背面は 12波で、直径 2.3cm、 孔径 0.6cm、 重量は 4gである (第 25図 、写真図版 10-5)。 遺構が確認さ

れたことから遺跡範囲拡大を行った。

8 馬牛沼遺跡

輯   02449

遺跡 略号 BGN

所 在 地 白石市斉川字馬牛

調査 期 日 平成 22年 11月 22日 ～ 11月 29日

馬牛沼は白石市役所から南へ 6.lkmの 国道 4号線沿いに位置 している。

馬牛沼底において石器が採取されてお り、昭和 59年 11月 、故中橋文化財保護委員長が遺跡登録カー

ドを作成 しているが、遺跡登録されていなかった箇所である。長さ 13.9cm、 幅 4.3cm、 厚さ■2cmの

尖頭器であるが、現物は不明である。

遺跡が所在するか否かを確認するため、沼干 しが行われているこの時期に踏査を行った。その結果、

沼の西側において土師器 1点、中世陶器、土師器底部片が発見された。

埋没林 と思われる樹木群が確認された (高橋 1978)。 埋没林は根が放射状に地表に拡がっており、数

力所にまとまりをもって分布 している。埋没林は東側で 1箇所、南、北、西側では多数確認できた。

多寡はあるものの、沼全体に拡がっている。北側のものは幹が枝たわっているものが多い。

沼中央は水があり踏査できなかった。沼の東側は小礫が多数散布 している。礫の下は茶褐色上が堆

積 してお り、堅 く、黒褐色腐植土は分布 していない。礫に混 じって、須恵器片 1点、近世陶磁器が採

取された。周囲には現代陶磁器、剥片 (写真図版 1641)が散布 していた。北側は腐食上が厚 く堆積 し

てお り、注意していないと足を取 られる状況であった。剥片 1点が発見された (写真図版 1642)。 北

東箇所で陶器片 1点 を発見 した。沼の西と南側は腐食上が堆積 しているが、下には責白色粘土層が堆

積 している。北側も同様の堆積状況と考えられる。遺物の取 り上げは 1が沼の南西、2が東、3が北東、

4が北側である。
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埋没林の年代測定 と樹種同定を委託 した

(第 4章 )。 年代測定の結果、古代 と縄文時代

早期の所産であると考えられる。樹木 1、 2、 5、

6は根が沼底に放射状に伸びているものであ

るが、樹木 4は根が埋没 してお り、幹 しか確

認できなかったものである。3は幹の下部、

根が残っているものである。樹種同定の結果

はケヤキ、 トネリコ属、ハンノキ属 となって

いる。

第 27図 馬牛沼遺跡出土石器
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第 28図  二部山遺跡、
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図版番号 種  別 出上位置、層位 特   徴 備  考

29-1 土師器、高杯 大畑遺跡地点①、T3、 SIl
外面、ヨコナデーケスリ、内面、ヘラミガキ、黒
色処理、推定底径 7 4cm、 残存高 5 5cm 写真図版102

29-2 土師器、高杯 大畑遺跡地点①、T3、 SIl
外面、 ヨヨナデ→ ケズ リ、内面、ヘラミガキ、黒

色処理、ケズリ、推 定底径 10 8cm、 残存 高 68c珀
写真図版101

29‐ 3 土師器、杯 大畑遺跡地′点①、T3、 S11
外面、 ヨコナデ、ケズリ、内面、ヘラミガキ、黒
色処理、推定口径 16 2cm、 残存高3cm 写真図版1032

平 瓦 大畑遺跡地点①、T3、 3層 凸面、平行タタキロ、凹面、布目 写真図版 l

29-5 平 瓦 大畑遺跡地点①、立会、4層 凸面、格子 タタキ、凹面、マメツ 写真 図版 0-3-3

中世陶器、体部破片 馬牛沼遺跡地点① 内外面、ナデ、長石が多い、産地不明 写真図版 61-3

29-7 土師器、体部破片 馬牛沼遺跡地点① 外面、ナデ、内面、マメツ 写真図版 61-2

29-8 土 師器、底部破片 馬牛沼遺跡地点① 外面、マメツ、内面、剥落 写真図版 611
29‐ 9 須恵器、体部破片 馬牛沼遺跡地点② 外面、平行タタキ、内面、ヨコナデ 写真図版 6-2-2

29-10 鉄釉福鉢、国縁部破片 馬牛沼遺跡地点② 鉄釉、内面、摺 り目

29-11 鉄釉福鉢、口縁部破片 馬牛沼遺跡地点② 鉄釉、内面、招 り目、岸窯、17世 紀代 写真図版 1621
29‐ 12 鉄釉楯鉢、底部破片 馬牛沼遺跡地点② 鉄釉、糸切り痕、内面、摺り日、

29-13 鉄釉福鉢、体部破片 馬牛沼遺跡地点② 鉄釉、内面、招 り目、岸窯、17世 紀代 写真図版 16‐3

第 29図  出土遺物



夕く更ftゝ  5

▼
三  こ 10

0                    5cm

7

鋭 V戸
9

図版番号 出土遺跡 出上位置、層位 種 別 特 徴 備 考

白石城跡 Tl、 5～ 6層 乾器 間徳利、底部に銘「常」、近代?残存高 74cm、 底径 6cm 地点①確認調査、
写真図版111、 2

30‐ 2 白石城跡 Tl 磁器
肥前染付碗、波頭文 P、 高台が低い、18世紀前半、残存高
1 6cm、 推定底径 4 6cm

地点①工事立会、
写真図版11‐ 7‐ 2

30‐ 3 白石城三の九跡 T6 磁器 lB前染付皿、草文、17世紀中頃 写真図版1432

白石城跡三の九跡 r12 磁 器
波佐見、くわらんか碗、染付、18世紀代、畳付に砂が付着、
被熱している。推定口径 14 5cm、 器高 4 4cm、推定底径 8 6cm

写真図版1431、 144

30‐ 5 白石城跡 Tl、 5～ 6層 磁器 把前、染付皿、17～ 18世紀 ?
地点①確認調査、
写真図版11‐ 7‐ 1

30-6 白石城三の九跡 T21 1層 磁器
肥前染付碗、寿字文、高台に文字、畳付は研いでいる、17

世紀中頃、残存高 4 2cm、 推定底径 4 6cm
匂磁器4、 写真図版 13‐ 2

白石城三の九跡 T2 2～ 3層 陶器 哉部皿、型押し、鉄釉と銅緑釉、17世紀前半代 匂磁器2、 写真図版 3-6、 4

30-8 白石城三の九跡 T2 2～ 3層 殉器 京信楽系、用いられている色は2色以上、草花文、18世紀代 均磁器 3、 写真図版 3-31

30-9 白看 城 三 の 丸 跡 2～ 3層 磁器 楽付端反碗、中国 ?、 16世紀末～ 17世紀前半 匂磁器2、 写真図版 3‐ 1‐ 1

30‐ 10 白石城三の九跡 T2 2～ 3層 乾器 肥前染付皿、17世紀代、不明文 匂磁器2、 写真図版 31-2

第 30図  出土陶磁器
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図版番号 出土遺跡 出上位置、層位 種 別 特   徴 備  考

31‐ 1 白石城三の丸跡 陶器
肥前陶器、呉器手碗、茶斃ずりなし、17世紀後半 ,口径 llcm、 器
高■5cm、 底径 4 5cm

写真図版113

3 白石城三の九跡 Γ4付近で表採 肝九瓦 通珠巴文、裏面に接合痕あり、燻し瓦 写真図版 151、 2

白石城三の丸跡「 13、 陶磁器 1 石製鉢 内面に煤が付着、軽い、近世 ? 写真 図版 12‐ 3、 4

白石城三の九跡「
22、 SD3 陶 器

瀬戸美濃、灰釉小杯、18世紀後半 ?内面に紅か朱漆、外面は黒色

物質付着、口径 6 8cm、 器高 4 2cm、 底径 3cm
出上位置Pl、

写真図版135、 7

3 白石城三の九跡 磁器 肥前青磁皿、型押し文様、畳付に秒付着、17世紀代、器高3 5cm 写真図版 12‐ 1、 2

白石城三の九跡 Γ12、 P28 陶 器
地方窯、鉄釉指鉢、18世紀以降、底面の釉を拭き取っている、胎土
に白色粒子が多い、残存高 7 1cm、 推定底径 13 4cm

写真図版 15‐ 3、 4

白石城三の九跡 r9、 1´-2'薯 陶 器
鉄釉福鉢、糸切り底、底面にも鉄釉、産地不明、近世、残存高 6 4cm、

推定底径 14 2cm
写真図版 15‐ 5、 6

第 31図  出土遺物



第 4表 市内遺跡出土陶磁器等一覧

堀相馬 ?灰 釉瓶類、19世

8月 3日 確 認調査

小野相馬、碗 ?淡青色釉、18世紀

査 、写真 図版 1162

事立会、写真 図版 1163

堀相馬、自濁釉小碗、18世紀後半以降

肥前染付碗、17～ 18世

ナ分け碗、18世紀代

写真 図版 1433

瀬戸美濃 ?染付碗、19

小野相馬、灰釉香炉、18世

瀬戸美濃、染付碗、19世紀中頃

鉄釉糖鉢、地方窯、18世

瀬戸美濃、染付碗、車文、19世中～後半

th?、 17世紀初め





台、底面に鋲化粧、皿か ffr、 19世紀前半

肥前染付、蓋、圏線、18世紀代

白石城三の 小野相馬、鉢類、淡青色釉、18世 紀代T22北確認面

自石城三の丸跡

自石城三の

濃、染付小杯、銅版転写、雷文ほか、19世紀後半

青釉土瓶、19世紀中 (幕末 )自石城三の丸跡

石城三の九跡

肥前白磁、角小皿、/4押し、梅花文、19世紀前半

唐津、長石釉、鉢 ■7世紀初め

白石城三の丸跡

石城三の九跡

石城三の丸跡 大堀相馬、青釉土瓶、19世紀中頃

白石城三の 、青磁 ?皿か鉢、江戸時代

白石城三の

自石城この

瀬戸美濃 ?鉄釉 TBF鉢 、江戸時代

産地不明、鉄釉福鉢、近世、胎土は小野相馬に類似

白石城三の

自石城三の丸跡

小野相馬、淡青色釉鉢、18世

刷毛目文、鉄絵風景文、18世紀代

堀相馬、青釉上瓶、19

T22、 ビット1埋 土石城 三の丸跡

石城三の丸跡

相馬 ?灰釉皿、18世紀 ?

小野相馬、鉢 ?淡青色釉、18世紀代

染付皿、江戸時代

岸窯、鉄釉糟鉢、17

石城三の丸跡

瀬戸、括鉢、鉄釉、片日付、18世紀前半 上位 置 Pl

草花文、イッチン、19世紀後半

自石城三の九跡

出上位置 Pl

自石城
=の

自石城三の

、ミジン唐車文、蛇目凹高台、見込みに環状松竹梅支、朱書き、19世紀、底径87cm
肥前磁器、輪花皿、日さび、18世紀後半～ 19世紀前半

地方窯、折り縁鉢 ?鉄釉、目跡、外面は突起がとれている、胎土に自色粒子、近世 ?

窯、循鉢、鉄釉、17世紀



第 4章 自然科学分析 1 馬牛沼遺跡における放射性炭素年代

(AMS測定)

(株)加速器分析研究所

1 測定対象試料

馬牛沼遺跡は、宮城県白石市斉川字馬牛に所在する。測定対象試料は、沼底から採取された木片

(樹木 1王AAA-110513、 樹木 41AAA-110514、 樹木 61AAA-110515)の合計 3点である (表 1)。 樹

木 1、 樹木 6は樹皮が確認され、その直下の木質部より試料が採取された。

2 測定の意義

沼の形成年代を探る。

3 化学処理工程

(1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

(2)酸 ―アルカリー酸 (AAA:Acid ttlkali△ cid)処理により不純物を化学的に取 り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常 lmO1/を (lM)

の塩酸 (HCl)を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム (NaOH)水溶液を用い、0.001M

からlMま で徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が lMに達した時には「AAA」、

lM未満の場合は「AaA」 と表 1に記載する。

(3)試料を燃焼させ、二酸化炭素 (C02)を発生させる。

(4)真空ラインで二酸化炭素を精製する。

(5)精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラフアイト (C)を 生成させる。

(6)グラフアイトを内径 lmmの カソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

測定装置に装着する。

4 測定方法

加速器をベースとした HC―AMS専用装置 (NEC社製)を使用し、
HCの

計数、
弔C濃度 (HC/12c)、

HC濃
度 (MC/乾C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOx

Ⅱ)を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5 算出方法

(1)δ ttCは、試料炭素の 13c濃
度 (13c/12c)を 測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (%。 )で

表した値である (表 1)。 AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」 と注記する。

(2)HC年代 (Libby Agα yrBP)イ よ、過去の大気中
14c濃

度が一定であったと仮定して測定され、

1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年 )

を使用する (Stuiver and Polach 1977)。
ИC年代はδ BCに よって同位体効果を補正する必要が



ある。補正 した値を表 1に、補正 していない値を参考値として表 2に示 した。
HC年

代と誤差は、

下 1桁を九めて 10年単位で表示される。また、
ИC年代の誤差 (± lσ )は、試料の

14c年
代

がその誤差範囲に入る確率が 68.20/0であることを意味する。

pMC(percent Modern Carbon)は 、標準現代炭素に対する試料炭素の μC濃度の割合である。

pMCが小さい (14cが少ない)ほ ど古い年代を示 し、pMCが 100以上 (14cの量が標準現代炭

素 と同等以上)の場合 Modernと する。この値 もδ ttCに よって補正する必要があるため、補

正 した値を表 1に、補正 していない値を参考値として表 2に示 した。

暦年較正年代 とは、年代が既知の試料の 単C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の ИC濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、
HC年

代に対

応する較正曲線上の暦年代範囲であ り、1標準偏差 (lσ =68.20/O)あ るいは 2標準偏差 (2σ

=9540/0)で表示される。グラフの縦軸が
MC年

代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プロ

グラムに入力される値は、δ
l℃

補正を行い、下一桁を九めない HC年
代値である。なお、較正

曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類に

よっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要が

ある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa109デ ータベース (Reimer et a1 2009)を 用い、

OxCalv4.1較正プログラム (Bronk Ramsey 2009)を 使用した。暦年較正年代については、特

定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考

値として表 2に示した。暦年較正年代は、
HC年

代に基づいて較正 (calibrate)さ れた年代値

であることを明示するために「cal BC/AD」 (ま たは「cal BP」 )と いう単位で表される。

6 測定結果

試料のμC年代は、樹木 1が 870± 20yrBP、樹木 4が 9150± 30yrBP、樹木 6が 940± 20yrBPである。

樹木 1と 樹木 6は ある程度近い年代値であるが、樹木 4は これらより大幅に古い値 となっている。暦

年較正年代 (lσ )は、樹木 lが 1160～ 1210cal ADの 範囲、樹木 4が 8425～ 8293cal BCの 間に 3つ

の範囲、樹木 6が 1038～ 1152cal ADの 間に 3つの範囲で示され、樹木 1は古代から中世、樹木 4は

縄文時代早期、樹木 6は古代に相当する値である。

試料の炭素含有率はすべて 500/0を 超え、化学処理、測定上の問題は認められない。

０
じ

(4)

表 1

測定番号 試料名 採取場所
料
態

試
形

処理方法
∂
19C(%o)

(AMS)

δ
19C補

正あり
ihh、ァA σβ

`vTRPヽ
DMC(°/OⅢ

IAAA l10513 樹木 1 馬牛沼遺跡 沼底 木片 AAA ‐3124 032 870 ■ 20 8970 025

IAAA-110514 樹木4 馬牛沼遺跡 沼底 木片 AAA ‐2983 ■ 039 9150 ■ 30 3199 ± 014
IAAA l10515 樹木 6 馬 牛 沼 遺 跡  沼 底 木 片 AAA 2581 ■ 044 940 ■ 20 8899 ± 025

[■ 4462]



表 2

測定番号
づ"C補正なし 暦年較正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

Age(yrBP) DMC (°/O)

IAAA‐ 110513 980 ± 20 8856 ■ 024 1160calAD‐ 1210calAD(682%)
1049calAD-1084calAD(127%)

1124calAD‐ l137calAD(30%)
1151calAD-1220calAD(797%)

IAAA l10514 9230 ■ 30 3168± 013 9154 ■ 34

8425calBC-8404calBC(115%)

8393calBC-8374calBC(96%)
8350calBC‐ 8293calBC(471%) 3461calBC-8286calBC(954%)

IAAA l10515 950■ 20 8884 ■ 023 937 ± 22

1038calAD-1052calAD(115%)

1081calAD-1128calAD(408%)
1134calAD‐ 1152calAD(159%) 1031calAD‐ 1156calAD(9540/O〕

文 献
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Bronk Ramsey C 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates,買 αプゲοじα″うοη 51(1),337-360

Rei=ner,PJ et a1 2009 1ntCa109 and �larine09 radiocarbon age calibration curves,0-50,000 years
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3.

第 4章 2 馬牛沼埋没樹の樹種同定

吉川純子 (古代の森研究舎)

はじめに

馬牛沼は、白石市斎川の馬牛館南麓に位置する沼で、天然の沼かどうかは明らかでないが 8世

紀末以前に小規模の水域が存在していたとされている。現在は冬期に水を抜いて沼干しが行われ

ている、いわば潅漑用水の溜池となっている。この沼底には埋没樹の存在が知られており、樹種

は沼の成立と密接に関連することから、これらの樹木の種類を明らかにするため、埋没樹のうち5

点の樹種同定を行った。

樹木 1～ 5の試料採取地点を図1に示した。試料 1,2,5は 根株状の一部を、試料 3,4は根株から

立ち上がった最上部をそれぞれ小ブロックで切り取り、剃刀で横断面、放射断面、接線断面の 3

方向の切片を作成し、ガムクロラールでプレパラートに封入し、生物顕微鏡で観察 。同定した。

同定結果

木材組織の細胞構造を観察した結果、樹木 1は ケヤキの根材、樹木 2は トネリコ属の根材、樹

木 3は トネリコ属の根から幹に移行する部分とみられる材、樹木 4はハンノキ属ハンノキ節の幹材、

樹木5はハンノキ属ハンノキ節の根材であった(表 1、 写真図版 9)。 以下に木材解剖学的記載を行う。

表 1 馬牛沼埋没樹の樹種

試料番号  樹種          部位

樹 木 1 ケヤキ         根材

樹 木 2  トネリコ属       根材

樹 木 3  トネリコ属       幹材

樹 木 4 ハンノキ属ハンノキ節  幹材

樹 木 5 ハンノキ属ハンノキ節  根材

ハンノキ属ハンノキ節 (AInus sect,Gymnothyrsus):年 輪内に小さい管孔が単独ないし数個放

射方向に複合 してほぼ均―に配列する散孔材で、横断面で放射組織の大 きな集合が目立つ。道管

の穿孔板は段数 10～ 30段程度の階段状で、放射組織は単列同性である。樹木 5は管孔密度がか

なり少ないため根材である。

ケヤキ (ZelkOva serrata Sieb.et Zucc.):年 輪最初に大 きな道管が 1列配列 し、その後小さい

道管が斜めや接線状に配列する環孔材。穿孔板は単一で、小道管にはらせん肥厚がある。放射組

織は異性で 7～ 8細胞幅で、上下端に時々結晶細胞がみられる。本試料は小道管がはっきりせず、

道管壁がやや薄 く抜けた感じで、柔細胞の細胞壁 も薄 く均質な感 じであるため根材 と同定した。

トネリコ属 (Fraxinus):年 輪最初に大きな道管が 1列配列 し、小道管が放射方向ないし斜めに

数個複合 して配列する環孔材で道管の穿孔板は単一である。放射組織は同性で 1～ 3細胞幅で 10

細胞高程度と比較的短い。樹木 3は道管の配列がはつきりし小道管がかなり厚壁でほぼ幹材であ

るが、樹木 2は道管の大 きさの違いが少なく、配列はまばらでやや薄壁であることから根材 と同

定 した。

考察

馬牛沼埋没樹の樹種を調査 した結果、沼の南側 2個体はケヤキとトネリコ属、沼の西側 3個体



は トネリコ属 1個体 とハンノキ節 2個体であった。ケヤキは渓谷林を形成するが地下水位が高い

湿地などの場所には生育 しない。ハンノキ属ハンノキ節は東北地方に 5種が生育 し、ケヤマハン

ノキなど5種は山地や渓流沿いに生育 し、ハンノキは低地で湿地林を形成する。 トネリコ属は東

北地方に 6種が生育 し、このうち トネリコをはじめとしてほとんどの種類が山地に生育するが、

ヤマ トアオグモはケヤキ同様渓谷林を形成 し、ヤチダモは湿地に生育する。ただしこれら木材の

細胞構造学的な種の区別はできない。樹木 1～ 5が同時期に生育 していたかどうかの確認はされ

ていないが、少なくとも樹木 1の ケヤキが生育していた時にはこの地点の地下水位は比較的低かつ

たと考えられる。高橋氏の調査によると、馬牛沼は 8世紀末頃から存在 していたようだが、天気

が続 くと干上がる程度の水たまりではないかとしている (高橋 1978)。 樹木 3～ 5がある沼の中央

付近は水が溜まりやす くハンノキ節や トネリコ属などが湿地林を形成 し、地盤が固いとされる南

側にはケヤキなどの渓谷林が形成されていた可能性 もある。高橋氏によれば、沼の中央付近の樹

木はスコップで切れるほど軟らかいが、南側の樹木は大変固い (高橋 1978)と の記述があり、固

さの違う要因として中央付近の樹木と南側の樹木が生育 していた時期が異なる場合が考えられる

が、もう一つの要因としては中央付近に湿地林が分布 し南側は山地に生育する種類が分布 したと

いうように、地点により生育していた種類が異なる場合も考えられる。

図1 白石市馬牛沼埋没樹木分布図

引用文献
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第 5章 ま  と  め

1 大畑遺跡では礎石建物跡の一部、竪穴住居跡が発見され、官行中心域の一部が確認 された。

2 矢ノロー里壇は、近世の白石角田街道沿いに位置する一里塚である。塚 1基 と街道の一部が発見 さ

れた。

3 堰下遺跡、本郷遺跡、砂押遺跡では遺物、遺構の分布が確認された。

4 白石城跡では、近代以降の盛土層が確認 され、近世、近代の陶磁器等が出土 した。

5 白石城三の九跡では、多数の ピッ ト等が確認 され、多 くの陶磁器、瓦、金属製品が出土 した。三の

九跡の侍屋敷跡に伴 うもの と考えられる。

6 馬牛沼遺跡では、古代～近世の遺物が発見された。埋没林は年代測定の結果、縄文時代早期、古代

のものと推定 される。
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1.調査風景 (北から)

礎石 (北から)

5.―里塚と街道跡 (西から)

亦 (東 から)                 8.馬 頭観世音碑

写真図版 1 大畑遺跡 (司 ～ 4)、 矢ノロー里壇 (5～ 8)

2.T3の S11(南から)

4.礎石跡付近の断面 (南から)

6 -呈 塚近景 (南から)

7.一里塚と街道跡 (東 から)



1.堰下遺跡近景 (南から) 2.同 T2全景 (北 から)

4 地点① T2全景 (東 から)

1井1罵逮
5 同ピッ ト1(東から)

7.地点②トレンチ全景 (西 から)

写真図版2 堰下遺跡 (1、 2)、 本郷遺跡地点① (3～ 6)、

8.砂押遺跡遠景 (南から)

同地点② (7)、 砂押遺跡 (3)

6.同 Tl西端のカクラン (南から)



Pl(】ヒ西から)

7.T6～ 8作業風景 (南西から)

写真図版 3 砂押遺跡 (1)、 自石城跡

8.¬ 1西側コンクリー ト礎石 (東から)

(2、 3)、 白石城三の九跡 (4～ 8)

2.調査風景 (東 から)

3.Tl土層断面 (北から)

ィェ里:
作業風景 (西から) 6.作業風景 (東から)
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3. T12の P2断面 (南 から) 同 P6青銅製品出土状況 (東 から)
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8 同 P28 摺鉢 と釘出土状況 (西から)

写真図版 4 白石城三の丸跡

5.同 P9～ 13(東 から) 6 同 P18～ 22(東から)
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3. T18 Pl断面 (西 から)

5.T19 清状遺構

7. T20全 景 (東から)

6 T19 SDl-3(南 から)

写真図版 5 白石城三の九跡

8 T20の ビット (南から)
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3. T22全 景 (1ヒから)
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4. 同 Pl(1しか ら)
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5.同 SD3遺物出土状況 (南から)
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ミ速

6 同 SD5～ 6精査状況 (南 から)

7.SDll検 出状況 (南 から)

写真図版 6



1.大畑遺跡旧状 (西から) 2.同 (西から)

4.同 (北から)同 (北から)

6.調査 トレンチ T3(西から)

写真図版 7 大畑遺跡

i釜鍵葵
11lti幹攀こ蘊雲動

調査 トレンチ T2(西から) 7.調査 トレンチ T4(南から)



2.近景 (西から)近景 (東から)

樹木 1(西から) 樹木 2(南から)

5.樹木 3細部

8.樹木 6細部

写真図版 8 馬牛沼遺跡
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写真図版 9 馬牛沼埋没樹の顕微鏡写真
12ハ ンノキ属ハンノキ節(1:幹 材(樹 木4),2:根 材(樹 木5))3ケ ヤキ根材(樹 木文)45ト ネリコ属(4:幹材(樹 木3),5:根 材(樹 木2)
断面、スケール=01mm

C:横 断面R:放 射断面T:接線



1.大畑遺跡出上 高杯 2.大畑遺跡出上 高杯

4.大畑遺跡出土 瓦凹面3.大畑遺跡出上
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6.白石城跡出土 かわらけ

写真図版 10 出土遺物 (1)

5.砂押遺跡出土 銭貨



1.白石城跡出土 爛徳利

上専
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4.白石城跡出土 小柄

6.白石城跡出土 陶磁器

5.白石城三の九跡出土陶器

写真図版 11 出土遺物 (2)

7.自石城跡出土 磁器



1.白石城三の九跡出土 青磁 (外面)

3.白石城三の九跡出土 石製鉢 (外面 )

5.白石城三の九跡出土 丸瓦 (外面)

左
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(内面 )

写真図版 12 出土遺物 (3)

6.同左 (内面 )



1.白石城三の九跡出土 磁器

3.同 陶磁器

5.同  小杯 (側面)

4.同  織部 (外面)

6.同上 (内面)

■輩

7. 同 小イ下 (_上から)

写真図版 13 出土遺物 (4)

8.鬼瓦片



1.白石城三の九跡出土 陶器

4.同 3-1の外面

6.同  青銅製品

3.同

5.同  磁器

写真図版 14 出土遺物 (5)

7.同  長方形の容器



白石城三の九跡出土

摺鉢 (外面)

馬牛沼遺跡出土 磁器 (外面 )

写真図版 15

5.同  摺鉢 (外面 ) 6.同 (内面)

8.同 (内面)

出土遺物 (6)



1,馬牛沼遺跡出土 土師器、中世陶器

3.同  摺鉢

2.同 摺鉢、須恵器

4.同  石核、剥片

6.死山遺跡 表採瓦

5.死山遺跡 表採瓦 写真図版 16 出土遺物 (7)、 関連遺物 (1)
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写真図版 17 関連遺物 (2)
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ふりがな

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ 緯 東 経
調査期間

発掘調査面積
∬

調査原因
市町村 遺跡番号

大 畑 遺 跡 白石市字東大畑88 04206 02262 38° 00′ 31〃 140° 37′ 42″
20100308^ヤ

20100413
2424 宅地造成

矢ノロー里壇
白石市大鷹沢大町

字矢ノロ
02447 37° 58′ 55〃 140° 41′ 08″

20100517-
20100527

62400
埋蔵文化財
の有無確認

堰 下 遺 跡
白石市福岡深谷字関下

511ま か
02081 38° 02′ 48″ 140° 37′ 50〃 20100618

個人住宅

建設

白 石 城 跡 白石市益岡町55‐ 15 04206 38° 00′ 04″ 140° 36′ 56″
20100706-

20101111
1248

連絡通路
建設

白石城三の九跡 白石市沢端町75 04206 02448 38° Oσ 15″ 140° 36′ 58″
20101012´一

20110722
85879

グランド

整備工事

本 郷 遺 跡
白石市字堂場前32呑3、

32呑4の一部ほか
04206 02121 38° 00′ 14″ 140° 37′ 31″ 20100820 1692

個人住宅
建設

本 郷 遺 跡 白石市字柳町16 04206 02121 38° 00′ 00〃 140° 37′ 23″ 20110207 園舎建設

砂 押 遺 跡
白石市大鷹沢大町字佐野

道152
04206 02397 37° 59′ 25″ 140° 39′ 15″

20100318´一

20100517
範囲確認

馬 牛 沼 遺 跡 白石市斎川字馬牛 02449 37° 56′ 53″ 140° 36′ 29″
20101122-

20101129
埋蔵文化助
の有無確認

所 収 遺跡 名 種 別 主な時代 主な遣構 主な遺物 特記事項

大 畑 遺 跡
散布地
官街

古代
礎石建物跡
竪穴住居跡

士師器、須恵器 官衛中心域の一部が確認された。

矢ノロー里壇 塚 近世 一里塚 な し
一里塚1基が確認された。市内で現存す
る唯―の一里塚である。

堰 下 遺 跡 散布地 縄 文
ピット

風倒木痕
縄文土器、剥片 遺物散布が確認された。

白 石 城 跡 城館 近世、近代 整地層 陶磁器、金属製品 近代以降の整地層が確認された。

白石城三の九跡 城館 近世、近代 ピット、溝跡 陶磁器、金属製品 三の丸跡に遺構の拡がりが確認された。

本 郷 遺 跡 散布地 古代、近世 ピット 士師器、陶磁器 遺物散布が確認された。

本 郷 遺 跡 散布地 古代、近世 な し 士師器、陶磁器 遺物散布が確認された。

砂 押 遺 跡 散布地 古 代 ピット 銭貨 (寛永通宝) 遺構の拡がりが確認された。

馬 牛 沼 遺 跡 散布地 古代～近世 埋没林
士師器、須恵器

中世陶器、近世陶磁器
沼底で縄文時代及び古代の埋没林が確
認された。

要 約

大畑遺跡では、礎石建物の一部、竪穴住居跡が確認され、士師器、須恵器が出上 した。矢ノロー里壇では、一里塚1基、

街道跡が確認された。堰下遺跡では、縄文土器、剥片が出土し、時期不明のピット1基、風倒木1基が発見された。

白石城跡では、近代以降の盛土が確認された。白石城三の九跡では、多数のピット、溝状遺構が確認された。陶磁器、
瓦片、金属製品が出土した。紅状のものが付着した陶磁器も出土している。

本郷遺跡では、士師器が出上し、時期不明のピットが1基発見された。遺跡範囲が広範囲に広がっていることが判明
した。砂押遺跡では、ピットが確認された。馬牛沼遺跡では、古代と縄文時代に遡る埋没林と士師器、須恵暴、中近世

陶磁器が発見された。
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